
9日獣会誌　75　9～12（2022）

1　は　じ　め　に
本号から獣医療とコミュニケー
ションに関する連載が始まる．毎
回執筆者が異なるリレー方式の連
載である．連載回数は 30回，す
なわち 30人の執筆者を予定して
いる．執筆者の職域は，小動物臨
床，産業動物臨床，公務員，動物

看護，大学教員など多岐にわたる．また獣医師に限らず
社会学的な知見を有する執筆者も予定している．その執
筆内容もさまざまである．執筆予定のキーワードをいく
つか列挙すると，行動科学，診療方針などの意志決定に
おける飼育者との関係性，診察室での会話分析，解釈モ
デル，チーム獣医療，家畜保健衛生所の業務に関するコ
ミュニケーション，行動変容の導き方，獣医学教育にお
けるコミュニケーション教育，ペットロス，グリーフケ
ア，リスクコミュニケーション，アンガーマネージメン
ト，ファシリテーション，アサーション及びメディエー
ションなどである．これらのキーワードは多岐にわたる
がコミュニケーションという一語に括ることができる．
あるいはコミュニケーションという単語以外にこれらを
一括して表現できる言葉を私は知らない．このようにコ
ミュケーションという単語は多様な内容を包含してお
り，それゆえ誤解を招きやすい．
筆者は大学で学生にコミュニケーションについて話す
機会がある．少なからぬ学生が，コミュニケーションと
は，人見知りを治すこと，流暢に喋ること，人と争うこ
となく良好な関係を維持することと理解している．すな
わち，テレビのバラエティー番組のひな壇に座る芸能人
のように，気の利いた巧妙な受け答えができる能力がコ
ミュニケーションスキルだと誤解している．しかしコ
ミュニケーションの要諦は，そこにはなく，私とあなた
の思いや考えはそれぞれ異なるんだということを，対
話を通じて伝えあい理解しあうことである［1, 2］．先
に挙げたキーワード群はすべてこの点に帰結するのでは

ないかと考える．よって学生には人見知りのままでも何
ら問題ない，人見知りは年齢を重ねると何となくおさま
る，それよりも大事なことは，と前述した内容を伝えて
いる．

2　ノンテクニカルスキル
私たち獣医師がその職責を全うするためには，どのよ
うな職域であれ，専門的スキルであるテクニカルスキル
と，コミュニケーションスキルを含むノンテクニカルス
キルの二つのスキルが必要である．この二つのスキルは
車の両輪であり，どちらのスキルが欠けてもことは前に
進まない．ノンテクニカルスキルは，コミュニケーショ
ンスキルを含む大きく四つのスキルで構成されている．
すなわち，リーダーシップ，状況観察，相互支援，コミュ
ニケーションの四つのスキルである［3-5］．これら四
つのスキルは，良好なチームワークを実現するために不
可欠である．良質な獣医療は獣医師1人では成しえない．
飼育者，看護師，事務員を含む多くの関係者とチーム獣
医療を実践する必要がある．飼育者は飼育者のテクニカ
ルスキルを，事務員は事務員のテクニカルスキルを十二
分に発揮するためには，各人がノンテクニカルスキルを
習得している必要がある．このノンテクニカルスキル
は，専門的スキルを円滑に遂行する上での基盤となるス
キルであり，臨床獣医師であれ，公務員獣医師であれ，
研究職であれすべての職域に共通のスキルである．この
ノンテクニカルスキルを身につけていれば，自分の専門
的スキルを思う存分発揮することができる．しかし，残
念ながら昔も今も獣医学教育においてノンテクニカルス
キルを教える授業はない．そこで筆者は担当する産業動
物臨床実習等の時間において，保定法，診察法，注射法，
削蹄法などのテクニカルスキルを教えつつ，ノンテクニ
カルスキルについても同時進行で実習している．以下，
ノンテクニカルスキルを構成する四つのスキル［3］に
ついて簡単に説明しながら，そのスキルを実習ではどの
ようにトレーニングしているかを述べる．
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リーダーシップ：リーダーシップとは，そのチームの
目標を達成するためにメンバーに影響を与える行動や考
え方をいう．リーダーシップはリーダーだけが持つもの
ではなく，メンバー全員が持たなければならない．メン
バー全員がリーダーシップを持たない集団はチームでは
なく単なる烏合の衆である．例えば，学生を数名の班に
分け班長（リーダー）を一人決めて実施する牛を用いた
臨床実習において，決められた時間内に聴診法を全員が
マスターするという課題がある．この時，全員が時間内
にその課題を達成するためにはチームはどういう段取り
でどう行動すればいいかというリーダーシップをリー
ダーだけではなくメンバー（班員）全員が持ち，皆が主
体的に行動するように心がける必要がある．決してリー
ダー任せの指示待ちではないということである．鳥イン
フルエンザや豚熱発生時の防疫作業では，リーダーだけ
が仕事の段取りや全容を把握しているのではなく，メン
バー全員がそれらを把握し，リーダーの指示のもと全員
がリーダーシップを心得て行動するということである．
また動物病院でいうならば，リーダーは担当獣医師だ
が，その患畜のために何をするべきかを飼い主や看護師
や事務員を含む全員が知っており，お互いに連携を取り
ながら皆がどう行動すべきかという認識を全員が持って
いるということである．
状況観察：チームがなす業務を支えているのはメン
バー一人一人の力（テクニカルスキル）である．個人が
各自のテクニカルスキル（専門的スキル）を発揮せず
チームに依存している集団はチームではなく単なるグ
ループである．個人個人が状況を観察し，その観察結
果を考察し，それをメンバー間で共有するのがここでい
う状況観察である．例えば，実習では，牛の心拍数を全
員がカウントしその数の意味を考察し共有する．この
時，人によって心拍数が大きく異なることがある．しか
し大事なことは，自分の観察し考察したことがみなと
違っていてもそれを発言できるか，そしてリーダーやメ
ンバーはその発言を聴き共有することができるか，とい
うことである．日常の診療でも時に中堅獣医師が見落と
していた所見を新人獣医師が気づくことがあるが，その
ことを新人獣医師は臆することなく発言できるスキル，
中堅獣医師はそれを真摯に聴くことができるスキル，そ
して何よりチームにお互いの観察結果を話し合える雰囲
気があるかがポイントとなる．
相互支援：相互支援には労務支援と情報支援がある．
労務支援は過剰な業務，能力以上の業務を支援すること
である．この場合，「手伝いましょうか」は言いやすい
が「手伝って下さい」は言いにくい．積極的に援助を求
めることのできるチーム環境が必要となる．実習でも，
一人で両手にあふれんばかりに実習道具を運んでいる学
生に対して，誰かが「持とうか」と声をかけるのはもち

ろん，その学生も誰かに「持ってもらえる？」と助けを
求められるかが重要である．一人で抱え込んでいると，
結局は道具を落としてしまうことにもなりかねない．口
蹄疫などの防疫作業の現場では，殺処分のための静脈注
射に不慣れな獣医師がいたら，サポートすることができ
るか，またその獣医師はそのことをリーダーや周囲の獣
医師に打ち明け支援を求めることができるかということ
である．また，情報支援とは，仕事に関して疑問や危険
な情報を察知したら必ず発言すること，発言を受けた人
は必ず反応することである．実習においても，牛を移動
させるとき，「そっちに牛が行くよ」と必ず声をかける，
そして声をかけられた人は必ず「はい，わかった」と返
事をすることにしているが，これも慣れないうちは，学
生たちは黙々と作業をしがちである．病院においても，
受付業務のスタッフが飼い主が戸惑ったり不安そうにし
ていたりする様子を察知したら，躊躇することなくその
情報を獣医師や看護師に伝えることが必要である．また，
それができる雰囲気がその病院にあるかがカギとなる．
コミュニケーション：以上のことも含めて，症例に関
する情報，自分や人々の行動や気持ちに関する情報を，
誤解が生じないように，簡潔に，完全にそしてタイム
リーに伝えるスキルがここでいうコミュニケーションで
ある．実習では，二人一組の学生の一方の学生に簡単な
絵を示し，それを口頭でもう一方の学生に説明する実
習を通して分かりやすい説明のトレーニングをしてい
る．また，頭絡を付けた牛を数人の学生で移動させる際
に牛が動きたがらない時がある．この時，ほとんどの学
生たちは黙々と牛を引き牛を押す．その力のかかり方は
バラバラで牛は動かない．「せーのっ！」て言ってみた
らと助言するとようやく掛け声が上がり，力が一致して
牛が動き出す．この場面は毎年の実習で見受けられる
が，かけ声をかけることにも訓練が必要なのかと痛感し
ている．
以上簡単に述べたが，もっと多くのノンテクニカルス
キルがあり，それぞれのスキルにはその背景や意味があ
る．それらを身につけることで各人がそれぞれの専門で
あるテクニカルスキルを十分に発揮することができ，医
療事故のない有効なチーム獣医療が実現する．

3　解釈モデルと二つのリアリティ
この連載の執筆陣のほとんどは「獣医コミュニケー
ション研究会（NDK）」に所属している．この研究会の
通称である NDKとは，同研究会の前身である全国畜産
支援研究会の愛称「農場どないすんねん研究会（NDK）」
に由来する．この NDKは 2007年 4月に結成されたが，
そのきっかけは獣医師の悩みに発する．その悩みとは，
飼育者の行動変容をいかに導くかということである．私
たち獣医師と動物の間には必ず飼育者という人間が存在
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し，その飼育者の行動如何によって動物の健康は大いに
影響を受ける．しかし私たちが学生の頃の獣医学教育に
おいては，動物の健康や疾病については多くを学んだ
が，人との関係性については一切学んでこなかった．例
えば乳牛では，その健康を維持するためには，生産者が
実施している日常の搾乳手順や飼養管理を適切に行う必
要がある．しかしその日常の管理手技が間違っている場
合，いったいどのように伝えれば習慣化してしまった
誤った方法を改善してもらうことができるのか．飼育者
の行動変容の導き方や主体的な行動の引き出し方につい
て学ぼうと結成されたのが NDKである．
どうすれば人々の行動変容を引き出すことができるの
か．その答えの一つが参加型開発手法にある．この手法
は，海外援助の場で開発されたもので，人々が主体的に
考え自ら行動することを促す手法である．参加型開発手
法には PRA（Par ticipator y Rural Appraisal：参加型
農 村 調 査 法） や PLA（Par ticipator y Learning and 

Action：参加型学習と行動）などがあり，開発途上国に
おいて援助する側ではなく援助される側（途上国の住
民）を主人公とし，住民が主体的に学び，住民の継続的
かつ効果的な改善行動を引き出す手法である［6-8］．
この手法を産業動物獣医療に応用したところ生産者の主
体性を引き出し行動変容を導くという成果が得られた
［9, 10］．またこの手法を実践するにあたってはワーク
ショップという参加者間で対話する方法［11, 12］が効
果的である．さらに，ファシリテーション［13］とい
う当事者の主体性と行動を促す手法も獣医療に応用する
ことができる［14］．
これらの手法の根底にあるのは，獣医師からの一方的
な情報提供，助言及び指導ではなく，主体を飼育者に置
いている点である．獣医師は傾聴により飼育者が動物の
疾病に関して把握している状況や抱いている思い，すな
わち解釈モデルをつかみ，問いかけにより彼らの思考を
促し問題解決へ向けて行動することをエンパワーメント
する［15-17］．
この解釈モデルとは，現在罹患しているある疾病に関
する原因，症状，病態生理，経過，治療方法，予後など
についての考えである［18］．獣医師には獣医師の解釈
モデルがあり，飼育者には飼育者の解釈モデルがある．
両者の解釈モデルは往々にして一致しない．また，飼育
者は普通，獣医療の専門家である獣医師に対して自分の
解釈モデルを進んで説明しようとはしない．そこで獣医
師の側から飼育者の解釈モデルを聴き取り把握すること
が重要となる．さらには獣医師自身の解釈モデルを正確
に飼育者に伝え合意形成する必要がある．現在の獣医学
教育においては医療面接実習で飼育者の解釈モデルを把
握するトレーニングを実施している．
一方，参加型開発手法では，二つのリアリティとして

この解釈モデルを別の切り口からとらえている［7］．二
つのリアリティとは，「科学的なリアリティ」と「個人
的なリアリティ」である．科学的なリアリティは，例え
ば地球は丸いという科学的に真である事実である．個人
的なリアリティは，その個人の日常生活，習慣，文化，
思考などから導かれたもので，例えば地球は平らである
と思っている人がいれば，科学的には間違っていてもそ
れは個人的なリアリティ（事実）である．この科学的な
リアリティと個人的なリアリティを対等に位置付けて課
題解決を進めるのが参加型開発手法の重要なポイントで
ある．ここでは，たとえ個人的なリアリティが間違って
いてもそれを否定して科学的なリアリティのみを押し付
けることはしない．まずは相手の個人的なリアリティを
把握しそれを受けとめる．個人的なリアリティを把握す
るためには，相手に問いかけ，傾聴し，共感することが
重要である．この二つのリアリティが提唱されるまで
は，先進国の援助者は，自分たちの技術や考え方が真で
あり途上国の被援助者の行為や考え方は後進的で非科学
的で偽であると考えがちであったと思われる．
獣医療にあてはめると，飼育者は，飼っている動物の
疾病や飼育法に関する自分自身の個人的なリアリティや
解釈モデルが理解されずに，獣医学的には正しい科学的
なリアリティや獣医師の解釈モデルを説明され指導され
ても，受け入れがたい人もいる．筆者自身も，以前は，
畜産農家の解釈モデルを把握することなしに，彼らの搾
乳手技の間違いを指摘し，科学的に正しいとされる搾乳
手順を指導してきた．しかし今は，まず生産者になぜそ
のような方法をとっているのか問いかけ，生産者が語る
個人的なリアリティあるいは解釈モデルを傾聴し共感し
た上で，科学的なリアリティあるいは獣医師の解釈モデ
ルを説いている．そして両者にズレがある場合はよく話
し合い合意形成を試みる．
ここでいう共感とは同調することでも合意することで
もない．例えば Aさんが巨人ファンで私が阪神ファン
だったとして，Aさんが「私，巨人が大好きなんです」
と言った場合，同調して一緒に巨人ファンになる必要は
ない．Aさん，あなたは巨人ファンなんですね，と A

さんの思いを受けとめ，受けとめたことが相手に分かる
ように返すことが共感であると筆者は理解している．私
は阪神ファンのままでよく，一緒に巨人ファンになる必
要はない．科学的には間違った個人的なリアリティ，例
えば間違った搾乳方法の生産者に対して，いきなり正し
い搾乳方法を説明するのではなく，まずは，どうしてそ
ういう搾乳方法をとっているのですか，と問いかけ共感
的に傾聴する．なるほど，あなたはそういう理由でその
ような搾乳方法をされているのですね，と共感した上で
科学的に正しい搾乳方法を説いた方が，生産者の行動変
容を導くことができる可能性が大きくなる．すなわち，
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飼育者に問いかけて彼らの解釈モデルを傾聴しその応え
に共感した後に，こちらの解釈モデルを説明し合意形成
に至るというプロセスが重要である．

コミュニケーションとは人見知りを治すことでも流暢
に話すことでもない．相手の気持ちや考えを受け取り自
分の気持ちや考えを渡すこと，あなたと私は違うんだと
いうことを理解しあうことにある．さらに，私たちの仕
事は専門技術であるテクニカルスキルとコミュニケー
ションを含むノンテクニカルスキルの両輪で成り立って
いる．テクニカルスキルについては大学でもまた卒業後
も学ぶ機会は多い．しかしノンテクニカルスキルを磨く
機会はまだまだ少ない．これから始まるこの連載が，一
方の車輪であるノンテクニカルスキルの向上に役立つな
ら嬉しい限りであり，そうなることを切に願っている．
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